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第
88
回
神
殿
鎮
座
記
念
祭
が
５
月
１
日
、
渋
谷
キ

ャ
ン
パ
ス
神
殿
で
斎
行
さ
れ
、
坂
口
𠮷
一
理
事
長
、

赤
井
益
久
学
長
は
じ
め
本
法
人
傘
下
諸
学
校
の
役
教

職
員
、
学
生
な
ど
が
参
列
し
た
。

　

昭
和
５
年
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
鎮
座
さ
れ
た

神
殿
は
、
今
年
で
鎮
座
88
年
目
を
迎
え
る
。
同
日

は
、
斎
主
の
茂
木
貞
純
神
殿
奉
斎
員
（
神
道
文
化
学

部
教
授
）
を
は
じ
め
教
職
員
、
学
生
が
奉
仕
。
斎
主

に
よ
る
祝
詞
奏
上
に
続
き
、
神
道
文
化
学
部
の
学
生

が
「
浦
安
の
舞
」
を
奉
納
し
た
。

　

坂
口
理
事
長
は
直
会
で
「
今
日
の
神
殿
鎮
座
記
念

祭
は
平
成
で
最
後
と
な
る
。
あ
と
１
年
の
平
成
の
時

代
を
記
憶
に
と
ど
め
、
実
り
あ
る
生
活
を
す
る
こ
と

が
肝
要
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

籍
中
の
プ
ロ
３
年
目
（
平
成
６
年
）
に
達
成
し
た

プ
ロ
野
球
史
上
初
の
シ
ー
ズ
ン
２
０
０
本
安
打
だ

っ
た
▼
翌
年
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
。
被

災
地
・
神
戸
に
拠
点
を
置
く
所
属
球
団
は
「
が
ん

ば
ろ
う
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
」
を
ユ
ニ
ホ
ー
ム
に
縫
い
付
け

て
シ
ー
ズ
ン
を
戦
い
、
リ
ー
グ
優
勝
。
翌
年
は
日

本
一
に
輝
い
た
。
先
頭
打
者
と
し
て
安
打
を
量
産

し
た
イ
チ
ロ
ー
選
手
は
、
地
震
で
大
き
な
被
害
を

受
け
た
市
民
に
と
っ
て
「
復
興
の
象
徴
」
だ
っ
た

に
違
い
な
い
▼
プ
ロ
野
球
の
歴
史
の
中
で
、
災
害

に
見
舞
わ
れ
た
地
域
を
支
え
る
姿
勢
を
明
確
に
し

た
の
は
こ
の
頃
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、「
３
・

11
」
時
に
院
友
の
嶋
基
宏
選
手
（
楽
天
）
が
発
し

た
「
見
せ
ま
し
ょ
う
野
球
の
底
力
を
」
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
に
繫
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ

う
。
真

に
野
球
に
打
ち
込
む
イ
チ
ロ
ー
選
手
か

ら
伝
わ
る
も
の
は
昔
も
今
も
変
わ
ら
な
い
。

　

米
大
リ
ー
グ
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ
ロ
ー
選
手

が
、
今
季
の
残
り
試
合
に
出
場
せ
ず
球
団
の
会
長

付
特
別
補
佐
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
二
刀

流
で
注
目
を
集
め
る
大
谷
翔
平
選
手
（
エ
ン
ジ
ェ

ル
ス
）
と
の
初
対
決
目
前
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

喪
失
感
が
大
き
い
フ
ァ
ン
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
▼

本
人
の
希
望
で
現
役
は
引
退
せ
ず
チ
ー
ム
に
同
行

し
練
習
も
行
う
と
い
う
。「
50
歳
ま
で
現
役
」
を

公
言
す
る
彼
が
、
来
季
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
つ
こ

と
と
信
じ
て
や
ま
な
い
▼
大
リ
ー
グ
の
シ
ー
ズ
ン

最
多
安
打
や
日
米
通
算
最
多
安
打
の
世
界
記
録
な

ど
偉
業
を
積
み
重
ね
て
き
た
そ
の
姿
は
、
20
年
来

多
く
の
野
球
フ
ァ
ン
が
目
に
し
て
き
た
▼
歴
史
に

名
を
刻
む
一
歩
と
な
っ
た
の
が
、
オ
リ
ッ
ク
ス
在

神殿鎮座記念祭を斎行

成長する私たち
地元から渋谷へ、横浜へ

　

キ
ャ
ン
パ
ス
を
彩
る
木
々
の
新
緑
が

目
に
染
み
る
５
月
。
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
１
カ
月
余
り
が
過
ぎ
、
学
生
た

ち
は
学
業
や
課
外
活
動
に
、
思
い
思
い

の
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
。

　

都
内
の
大
学
に
進
学
す
る
東
京
圏

（
東
京
都
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
神
奈

川
県
）
以
外
の
出
身
者
は
昨
今
、
減
少

傾
向
に
あ
る
。
背
景
に
は
、
学
生
の
地

元
志
向
や
経
済
的
な
負
担
に
よ
り
地
元

進
学
を
望
む
保
護
者
が
増
え
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
国
学
院
大
学
で
は

学
部
学
生
の
約
３
人
に
１
人
は
東
京
圏

以
外
の
出
身
。
親
元
を
離
れ
、
渋
谷
や

横
浜
で
学
生
生
活
を
送
る
友
人
、
先

輩
、
後
輩
は
周
囲
に
珍
し
く
な
い
は
ず

だ
。

　

国
学
院
大
学
で
は
、
こ
う
し
た
地
方

出
身
学
生
の
負
担
を
少
し
で
も
和
ら
げ

よ
う
と
、
学
内
奨
学
金
や
学
生
寮
を
は

じ
め
と
す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
敷
い
て

い
る
。

　

都
会
で
は
、
多
様
な
価
値
観
や
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
、
多
彩
な
人
々
に
も
出
会

え
る
。
一
方
で
、
生
活
の
現
実
は
憧
れ

と
は
違
う
側
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
れ
で
も
、
自
分
自
身
の
視
野
や

可
能
性
を
広
げ
ら
れ
る
学
生
生
活
は
、

将
来
に
向
け
た
何
も
の
に
も
代
え
難
い

貴
重
な
糧
と
な
る
だ
ろ
う
。

 

【
４
・
５
面
に
関
連
記
事
】

ひ
た
ぐ
も
る　

水
の
う
へ
か
も
。

　

鹿
兒
島
の
ま
ち
の
い
ら
か
は
、

 

波
は
く
れ
た
り

 
（「
春
の
こ
と
ぶ
れ
」
）

 

釈　

迢
空

「
隼
人
の
國
」

K : D N A最終面から ■Ⅰ面／東都大学野球春季リーグ開幕　■Ⅱ面／ K-SPIRITS ドリル競技部「SEALS」
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格付けAA（安定的）を維持
　学校法人国学院大学は日本格付研究所（Ｊ
ＣＲ）から格付けＡＡ（安定的）の評価を受
けた。本学では同研究所から平成18年に初
めて格付けを取得し、今年も同評価を維持し
ている。ＡＡは20段階中上から３番目の評
価に当たる。格付けの理由として同研究所
は、本法人が２年目に入った21世紀研究教
育計画（第４次）に触れ、「法人・教学の間
で入念な合意形成の下で作成され、計画と予
算との連動性、行動と評価のサイクルが強く
意識されている」などとしている。
　学校法人に対する格付けは、大学経営の安
定性・健全性が評価対象で、教育・研究の充
実度の指標ともいえる。

連携協定締結を記念し
レモンを植樹
　サッポロホールディングス（サッポロＨＤ、
渋谷区）と学校法人国学院大学によるレモン
の木の植樹式が４月26日、渋谷キャンパスで
行われた。この植樹は、昨年６月にサッポロＨ
Ｄと本法人が、包括連携協定を締結したこと
を記念したもの。同社グループ企業であるポ
ッカサッポロフード＆ビバレッジでは、「ポッ
カレモン」の商品名でレモンに関連した商品
を多数販売しており、レモンは同社にとって
特別な存在の木となっている。今回は、その若
木の贈呈を受け、本学学生の成長と、包括協定
の発展を祈念し植樹された。
　サッポロＨＤと本法人は、連携協定に基づ
き、平成29年度に本学の「万葉エコBeeプロ
ジェクト」とコラボした「レモネードスタン
ド」を万葉の花の会や共育フェスティバルで
展開し、同社が発売するポッカレモンと本学
が飼育するミツバチから採取したハチミツを
使ったレモネードを販売した。売上金の一部
は、レモネードスタンド普及協会を通じて、
小児がん治療のための支援金として寄付して
いる。

協定校から留学生８人
　本学では、大学院に４人、交換留学プログ
ラム（K-STEP）に４人の留学生を４月から
それぞれ受け入れている。
　４月26日には国際交流推進部と学生事務
部による歓迎会が開かれ、交換留学生をはじ
め、学部や大学院の留学生、国際交流に関心
を持つ学生らが参加した。黒﨑浩行学生部長
（神道文化学部教授）は「今日はいろいろな
文化、言葉、習慣の人が集まっている。違い
を楽しむことを国際交流は大事にしている。
そういう時間にしてほしい」と歓迎の言葉を
述べた。
　留学生の内訳と滞在期間は次の通り。
交換留学生（大学院）
　◎ 南開大学（中国）＝２人（平成31年３
月まで）

　◎ 復旦大学（中国）＝２人（30年８月ま
で）

K-STEP短期留学生
　◎ ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学（イ
タリア）＝４人（30年８月まで）

卒業後の進路目標を明示した
PCAPがスタート

　

全
学
共
通
の
共
通
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
、
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

今
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
。
実
践

的
キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｐピ

ー
キ
ャ
ッ
プ

Ｃ
Ａ
Ｐ
（
Ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
i

ｃ
ａ
ｌ　

Ｃ
ａ
ｒ
ｅ
ｅ
ｒ　

Ａ
ｄ

ｖ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ　

Ｐ
ｒ
ｏ

ｇ
ｒ
ａ
ｍ
）
」
は
、
卒
業
後
に
公

務
員
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
グ
ロ

ー
バ
ル
な
活
躍
を
目
指
す
た
め

に
、
正
課
授
業
を
通
し
て
実
践
的

な
学
力
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
成
す
る
科
目
を
履
修
し
て
取

得
し
た
単
位
は
、
卒
業
要
件
単
位

と
し
て
算
入
さ
れ
る
。

　

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
２
コ
ー
ス
か
ら
構

成
さ
れ
、
今
年
度
は
公
務
員
採
用

試
験
合
格
を
目
指
す
「
パ
ブ
リ
ッ

ク
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ー

ス
」
が
開
講
し
た
。
平
成
31
年
度

に
は
国
際
的
な
企
業
人
を
目
指
す

「
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ー

ス
」
が
始
ま
る
。

　

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
大
き
な
特
徴
は
、

ク
ラ
ス
担
任
制
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
登
録
し
た
学
生
は
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
示
さ
れ
た
科
目
（
24
単

位
）
を
履
修
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
専
任
教
員
が
担
任
と
な
り
、

一
人
一
人
の
学
生
か
ら
採
用
試
験

に
向
け
て
の
学
習
対
策
や
正
課
授

業
の
履
修
方
法
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
な
ど
の
相
談
に
の
り
、
学
生

に
応
じ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
。

さ
ら
に
、
学
生
の
要
望
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課

と
も
連
携
を
図
り
、
横
断
的
に
学

生
を
支
援
し
て
い
く
予
定
だ
。

　

Ｐ
Ｃ
Ａ
Ｐ
１
期
生
と
な
る
本
年

度
の
１
年
生
に
は
、
全
学
で
４
９

１
人
が
登
録
し
た
。
進
路
を
明
示

し
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る

学
生
の
期
待
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
ス
タ
ー
ト
と
い
え
る
。

　

学
校
法
人
国
学
院
大
学
で
は
、
私
学
と
し
て

の
公
共
性
と
独
自
性
あ
る
教
育
研
究
体
制
を
確

立
す
る
た
め
、
広
く
ご
寄
付
を
募
っ
て
い
ま

す
。

　

多
方
面
の
方
々
か
ら
の
ご
寄
付
を
た
ま
わ
り

ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
芳
名
を
掲
載
し
、
重
ね
て

深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
法
人
に
対
す
る
寄
付
は
、
専
用
用
紙
に
よ

る
申
し
込
み
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
申
し
込
み
が
可
能
で

す
。
詳
細
は
6
面
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

 

（
総
務
部
総
務
課
）

「
指
定
寄
付
金
」ご
芳
名

寄付者 寄付目的 寄付金額 寄付月日

市川博之 学生・生徒等の奨学金

2,000 平29.9.28
2,000 10.31
2,500 11.30
2,500 12.29
2,500 平30.1.31
2,500 2.28

北海道神宮　宮司　吉田源彦 教育・研究振興支援（北海道神宮に関す
る研究支援） 600,000 平29.10.4

遠藤悟朗 学生・生徒等の奨学金 30,000 10.12
匿名 学生・生徒等の奨学金 5,000 10.21

国学院大学院友会　会長　𠮷田茂穗 学生・生徒等の活動支援（大規模災害学
費減免制度） 2,000,000 11.10

国学院大学院友会　会長　𠮷田茂穗 学生・生徒等の活動支援（創立135周年
記念） 2,000,000 11.10

原田和博 学生・生徒等の活動支援（スポーツ強化
部会等支援） 5,000 11.15

増渕俊一 学生・生徒等の奨学金 20,000 11.15
79期文学科６組クラス会
池邊史郎（幹事長）

学生・生徒等の活動支援（陸上競技部活
動支援） 17,000 11.27

長尾茂 学生・生徒等の活動支援（スポーツ強化
部会等支援） 10,000 11.30

戸矢学 施設・設備充実支援（国学院大学博物館
への支援） 10,000 11.30

矢澤敏司 学生・生徒等の奨学金 50,000 12.6
わかみこ会　松田鉄雄 学生・生徒等の奨学金 50,000 12.8
平成29年度
国学院大学院友大会出席者一同 学生・生徒等の奨学金 35,000 12.12

髙橋一行 施設・設備充実支援（校地取得等） 50,000 12.13

渡辺直樹 学生・生徒等の活動支援（モーターボート
水上スキー部支援） 5,000 12.29

弘田嘉男 学生・生徒等の奨学金 20,000,000 平30.1.12

松井秀彦 学生・生徒等の活動支援（モーターボート
水上スキー部支援） 10,000 1.15

国学院大学院友経済会
会長　大塚勤

学生・生徒等の活動支援（大規模災害被
災者学生への支援） 100,000 1.23

㈱エデュース
代表取締役　松本雄一郎 学生・生徒等の奨学金 1,100,000 2.27

鳥澤学 学生・生徒等の活動支援（スポーツ強化
部会等） 5,555 2.28

能美防災㈱
代表取締役社長　伊藤龍典 施設・設備充実支援 1,000,000 3.5

大野台ソフトボール部有志 学生・生徒等の奨学金 12,000 3.5
東京都神社庁　庁長　小野貴嗣 施設・設備充実支援 350,000 3.8

国学院大学院友神職会
会長　松山文彦

教育・研究振興支援（ライシャワー研究
所留学奨学資金等研究開発推進センター
学術研究資金、神道文化学部活動支援）

9,500,000 3.9

黛和夫 教育・研究振興支援 3,000 3.31学生・生徒等の活動支援 3,000

平成29年度指定寄付者一覧（敬称略） 平成29年９月1日～平成30年３月31日（単位：円）
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第

回
７

隠
岐
本
新
古
今
和
歌
集
の
全
容
を

初
め
て
公
刊

◉　

日
本
文
化
の
精
華
の
一
つ
『
新
古
今

和
歌
集
』
は
、
後
鳥
羽
院
に
よ
っ
て
撰

集
が
命
じ
ら
れ
、
藤
原
定
家
ら
に
よ
っ

て
13
世
紀
初
頭
に
編
纂
さ
れ
た
勅
撰
和

歌
集
で
あ
る
。

　

そ
の
諸
本
系
統
の
一
つ
に
隠
岐
本
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。院
は
、

承
久
の
乱
に
よ
り
遷
幸
し
た
隠
岐
に
お

い
て
、『
新
古
今
集
』を
約
２
０
０
０
首

か
ら
約
１
６
０
０
首
に
精
選
し
た
。い

わ
ゆ
る
隠
岐
本
で
あ
る
。そ
の
写
本
は
、

取
捨
の
歌
に
符
号
を
つ
け
た
本
文
と
、

歌
を
抜
き
出
し
た
本
文
と
の
両
様
が
そ

れ
ぞ
れ
伝
え
ら
れ
、院
の
美
意
識
を
探

る
上
で
重
要
な
本
文
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
存
在
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

た
が
、
研
究
対
象
と
し
て
強
く
人
々
の

意
識
に
上
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
三

矢
重
松
・
武
田
祐
吉
・
折
口
信
夫
ら
国

学
院
の
〈
学
問
ノ
道
〉
形
成
に
大
き
く

寄
与
し
た
三
氏
の
共
著
と
し
て
、『
隠

岐
本
新
古
今
和
歌
集
』（
岡
書
院
、
昭

和
２
年
。
既
に
亡
き
三
矢
の
志
を
継
ぎ

刊
行
）
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

　

本
書
は
、『
新
古
今
集
』
の
本
文
と

三
氏
に
よ
る
論
文
と
に
よ
り
構
成
さ
れ

て
い
る
。
本
文
は
、
本
学
で
武
田
ら
と

学
友
だ
っ
た
柳
瀬
福
市
の
所
蔵
本
を
底

本
に
、
他
写
本
の
本
文
と
の
重
要
な
違

い
を
あ
わ
せ
載
せ
る
か
た
ち
で
作
成
さ

れ
、
こ
の
出
版
に
よ
り
隠
岐
本
の
全
容

が
ひ
ろ
く
人
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
、
論
文
は
そ
の
の
ち
の

隠
岐
本
研
究
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と

な
る
。
三
氏
の
研
究
は
、
記
紀
万
葉
と

い
っ
た
上
代
文
学
の
研
究
が
有
名
で
あ

る
が
、
中
世
文
学
の
研
究
に
も
大
き
な

足
跡
を
残
し
た
の
で
あ
る
。

　

底
本
と
な
っ
た
柳
瀬
本
は
、
の
ち
に

武
田
の
蔵
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
さ
ら

に
現
在
で
は
本
学
図
書
館
が
所
蔵
す

る
。
武
田
は
、
研
究
の
上
で
必
要
な
写

本
類
を
ほ
か
に
も
多
く
収
集
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
写
本
へ
の
眼
差
し
が
時
代

を
越
え
た
研
究
成
果
に
結
実
し
た
。
武

田
の
没
後
そ
れ
ら
蔵
書
は
本
学
に
寄
贈

さ
れ
、
本
学
学
術
資
産
の
核
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
（『
国
学
院
大
学
図
書
館

蔵
武
田
祐
吉
博
士
旧
蔵
善
本
解
題
』
角

川
書
店
、
昭
和
60
年
）。

　

日
本
文
化
を
究
明
す
る
国
学
院
の

〈
学
問
ノ
道
〉
の
土
台
の
一
つ
と
し

て
、
こ
う
い
っ
た
地
道
な
本
文
研
究
が

あ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

文
学
部
兼
任
講
師

　

研
究
開
発
推
進
機
構
客
員
研
究
員

 

荒
木
優
也

新
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
K
―
P
L
A
S
」が
ス
タ
ー
ト

文
学
を
ひ
ろ
く
伝
え
る
責
務

『隠岐本新古今和歌集』
（本学図書館所蔵本）

武田祐吉

　在学生の保護者で組織される若木育成会の
本部役員会が４月21日、渋谷キャンパスで
開かれた。
　冒頭、加藤圭子同会会長＝写真＝の挨拶に
続き、大学を代表して赤井益久学長が「大学
は保護者とともに、学生が苗木から大きな幹
に、そして社会の大黒柱に育っていくよう全
力でバックアップしていく」と述べた。
　その後、役員の紹介と本学幹事の紹介が行
われ、５月19日に行われる本部総会に提出
する事業報告案などを審議した。

若木育成会本部役員会

　本学卒業後に教職に就いた院友が、教職を
目指す在学生に、その知見を教授する「院友
教員講演会」が４月28日、渋谷キャンパス
で行われた。教職センターが主催したこの企
画は初めての試み。
　今回は、私立浅野中学・高校（横浜市）に
40年勤務し、第７代校長を務めた淡路雅夫
さん（昭45修・78期修法ほか）が講演した。
　多様化する社会の中でも、目の前の生徒と
向き合い、教師として何を考えなければなら
ないかなど、実際の教育現場での経験がなけ
れば語ることのできない話に、教職を志す学
生たちはメモを取りながら、熱心に聴講して
いた。

教職を目指す在学生に
院友教員が知見を教授

院友　上野誠氏が白川賞受賞
　立命館大学白川静記念東洋
文字文化研究所の主催する
「第 12 回立命館白川静記念
東洋文字文化賞」優秀賞に、
院友で奈良大学の上野誠教授
（平２修・98期博後文ほか）ら２人が選ば
れた。受賞の対象業績は、『万葉集から古代
を読みとく』（筑摩書房）など。
　受賞にあたって上野教授は「漢字文化研究
に革新的業績を残された白川博士が志された
のが『万葉集』研究だったことや、生活と宗
教を起点とした博士の漢字研究が、折口信夫
博士の古代研究に触発されていることを思う
と感慨無量です。折口博士の古代研究を範と
して、万葉文化論を志す者として、思いを新
たに精進していきたい」とコメントした。
　同賞は、漢字学者の白川静博士の功績を顕
彰するとともに、東洋文字文化などの分野に
おける有望な人材を奨励支援するために、功
績のある個人または団体の業績を表彰するこ
とを目的として 平成18年に制定された。
　表彰式は５月26日に立命館大学（京都
市）で行われる。

　

難
関
国
家
試
験
突
破
を
目
指
す

キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
K
―

P
L
A
S
」
が
、
今
年
度
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
た
。

　

K
―
P
L
A
S
は
、
正
課
外
の

時
間
を
活
用
し
て
国
家
公
務
員
総
合

職
内
定
を
目
指
す
「
国
家
公
務
員
総

合
職
コ
ー
ス
（
公
務
員
コ
ー
ス
）
」

と
公
認
会
計
士
試
験
合
格
を
目
指

す
「
公
認
会
計
士
コ
ー
ス
（
会
計

士
コ
ー
ス
）
」
で
構
成
さ
れ

る
。
中
期
目
標
と
し
て
資
格

取
得
や
検
定
合
格
を
設
定
し

て
い
る
3
段
階
の
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
型
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
が

特
徴
で
、
公
務
員
コ
ー
ス
は

S
T
E
P
１
と
し
て
宅
地

建
物
取
引
士
、
S
T
E
P
2

と
し
て
行
政
書
士
の
資
格
取

得
を
目
指
す
。
会
計
士
コ
ー

ス
は
同
様
に
日
商
簿
記
検
定

3
、
2
級
の
合
格
を
目
指

す
。

　

S
T
E
P
１
、
２
の
講

座
は
外
部
専
門
学
校
と
連
携

し
て
学
内
で
開
講
さ
れ
る
。

各
コ
ー
ス
の
S
T
E
P
3
で
は
、

選
考
試
験
を
通
過
し
た
学
生
が
奨
学

生
と
し
て
無
償
で
１
年
以
上
の
講
座

を
受
け
ら
れ
る
。

　

4
月
18
日
に
開
か
れ
た
公
務
員
コ

ー
ス
の
最
初
の
講
座
に
は
、
事
前
に

申
し
込
み
を
し
た
2
0
0
人
を
超
え

る
学
生
が
参
加
。
第
１
ス
テ
ッ
プ
で

あ
る
宅
地
建
物
取
引
士
の
資
格
取
得

に
向
け
て
学
び
の
歩
み
を
始
め
た
。

１年次10月
１年次11月
中期目標2

１年生 ２年生 ３年生 ４年生

２年次12月
選考試験

宅地建物取引士
資格取得！

行政書士
資格取得！

国家公務員
総合職
内定！

STEP１
学内講座

STEP２
学内講座

STEP３
学内及び学外講座

宅地建物取引士
試験合格を目指しながら
公務員試験の
「基礎力」を身に付ける

行政書士試験合格を目指しながら
「憲法」「民法」「行政法」を
身に付ける

選考試験を通過した学生は
「国家公務員総合職コース」
奨学生として公務員養成の
専門家による授業を無償で受講できる

最終目標

■国家公務員総合職コース

１年生 ２年生～３年生 ３年生～４年生

１年次１月
選考試験

公認会計士
試験合格！

STEP１
学内講座

STEP２
学内講座

STEP３
学内及び学外講座

財務・会計を学ぶ上での
「基礎力」を
身に付ける

「財務諸表を読む力」がつき、
企業の経営状況を把握できる

選考試験を通過した学生は
「公認会計士コース」
奨学生として公認会計士養成の
専門家による授業を無償で受講できる

１年次６月

日商簿記検定３級
合格！

中期目標１

中期目標１

１年次11月

２年次11月
１年次10月

日商簿記検定２級
合格！

中期目標２

中期目標２

最終目標

■公認会計士コース

１年次４月
カリキュラム
スタート

１年次４月
カリキュラム
スタート
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東
京
の
大
学
を
志
望
し
た
理
由
は

大
津
さ
ん
（
以
下
、
大
津
）　

も
と
も
と
民

俗
学
を
学
び
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
地
元
に

は
大
学
が
少
な
く
、
選
択
肢
が
な
か
っ
た
か

ら
で
す
。「
人
生
の
中
で
東
京
に
暮
ら
す
時

期
が
あ
っ
て
も
い
い
か
な
あ
」
と
い
う
気
持

ち
も
あ
り
ま
し
た
。

半
澤
さ
ん
（
以
下
、
半
澤
）　

東
京
へ
の
憧

れ
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
お

店
や
食
べ
物
、
流
行
な
ど
は
東
京
の
も
の
が

中
心
で
、
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。
志
望

校
を
探
す
中
で
、
神
道
を
学
べ
る
国
学
院
を

知
り
、
神
社
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

沖
西
さ
ん
（
以
下
、
沖
西
）　

神
職
に
な
り

た
い
と
考
え
、
国
学
院
を
選
び
ま
し
た
。

　
　

上
京
に
不
安
は

沖
西　

「
友
達
が
で
き
る
か
な
」
と
心
配
で

し
た
。
そ
れ
で
、
入
学
前
か
ら
ラ
イ
ン
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
使
っ
て
知
り
合
い
を
つ
く
り
ま

し
た
。

半
澤　

私
も
入
学
前
か
ら
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
使

っ
て
友
達
を
つ
く
り
ま
し
た
。
東
京
の
イ
メ

ー
ジ
は
「
キ
ラ
キ
ラ
し
た
子
が
た
く
さ
ん
い

る
ん
だ
ろ
う
な
あ
」
で
、
な
じ
め
る
か
不
安

で
し
た
ね
。
入
学
が
決
ま
っ
て
か
ら
は
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
や
メ
ー
ク
の
研
究
ば
か
り
し
て
い

ま
し
た
。

大
津　

そ
の
気
持
ち
、
分
か
り
ま
す
。
東
京

の
人
の
地
方
出
身
者
に
対
す
る
態
度
は
冷
た

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
不
安
で
し
た
。
実
際
に

は
、
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
け

れ
ど
。

　
　

上
京
し
て
驚
き
や
戸
惑
い
は

沖
西　

渋
谷
の
街
が
昼
間
か
ら
人
で
あ
ふ
れ

返
っ
て
い
た
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。「
東
京

に
は
暇
な
人
が
こ
ん
な
に
も
い
る
の
か
」
と

不
思
議
で
し
た
。

大
津　

地
元
で
普
通
に
使
っ
て
い
た
言
葉
が

通
じ
な
か
っ
た
の
に
は
困
り
ま
し
た
。
例

え
ば
「
だ
か
ら
」。
地
元
で
は
「
だ
よ
ね
」

と
い
っ
た
意
味
も
あ
る
の
で
す
が
、「
だ
か

ら
、
何
？
」
と
会
話
が
途
切
れ
て
し
ま
う
ん

で
す
。
１
年
生
の
頃
は
言
っ
て
は
後
悔
し
て

…
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

半
澤　

驚
い
た
の
は
電
車
で
す
。
地
元
で
は

た
い
て
い
が
２
両
編
成
で
、
ド
ア
の
開
閉
は

自
分
で
ボ
タ
ン
を
押
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
東
京
は
10
両
な
ど
編
成
が
長
く
、
ド

ア
は
自
動
で
開
閉
し
ま
す
。
し
か
も
、
次
の

電
車
が
す
ぐ
に
来
ま
す
か
ら
ね
。

　
　

 
親
の
あ
り
が
た
み
を
ど
ん
な
と
き
に
感

じ
ま
す
か

沖
西　

家
事
で
す
。
一
人
だ
と
特
に
面
倒
な

料
理
の
後
片
付
け
も
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
。

半
澤　

幼
い
頃
か
ら
学
校
で
の
出
来
事
を
何

で
も
親
に
報
告
す
る
子
で
し
た
か
ら
、
一
人

に
な
っ
て
み
て
、
話
を
た
く
さ
ん
聞
い
て
く

れ
る
親
の
あ
り
が
た
み
を
改
め
て
感
じ
て
い

ま
す
。

大
津　

料
理
で
す
。
あ
と
、
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
て
み
て
、
自
分
で
お
金
を
稼
ぐ
大
変
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
毎
日
働
い
て
い
る
親
は
、

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

 

一
人
暮
ら
し
を
す
る
中
で
決
め
事
や
工

夫
は

沖
西　

授
業
を
サ
ボ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

て
し
ま
い
、
預
金
残
高
が
１
０
０
０
円
く
ら

い
に
な
る
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
ん
で
す
。
こ
の
失
敗
以
来
、
お
金
は
な
る

べ
く
手
元
に
置
い
て
可
視
化
し
て
、
あ
ら
か

じ
め
分
か
っ
て
い
る
支
出
は
項
目
ご
と
に
封

筒
な
ど
に
分
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

大
津　

財
布
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
保
険
証
な
ど
は
財

布
に
入
れ
ず
、
別
に
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。

沖
西　

つ
い
最
近
、
ア
ル
バ
イ
ト
で
稼
い
だ

小
遣
い
が
底
を
つ
こ
う
と
し
て
い
る
の
に
、

２
つ
も
ラ
イ
ブ
に
行
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
グ
ッ
ズ
も
買
っ
て
し
ま
い
…
。

　
　

今
、
一
番
充
実
し
て
い
る
こ
と
は

大
津　

管
弦
楽
の
サ
ー
ク
ル
活
動
で
す
。
３

年
生
と
し
て
執
行
の
代
に
な
り
、
本
気
度
が

増
し
ま
し
た
。
勉
強
面
で
は
卒
業
論
文
の
題

材
を
『
万
葉
集
』
に
し
よ
う
と
、
や
る
気
が

満
ち
あ
ふ
れ
て
き
た
の
で
、
毎
週
の
演
習
が

楽
し
み
で
す
。

半
澤　

私
も
部
活
動
の
合
気
道
で
す
。
部
員

と
過
ご
す
時
間
が
大
学
生
活
で
一
番
長
い
で

す
か
ら
。
で
も
、
部
内
の
付
き
合
い
し
か
ほ

と
ん
ど
し
て
い
な
い
と
い
う
偏
り
に
気
づ

き
、
お
み
こ
し
の
サ
ー
ク
ル
「
若
木
睦
」
に

も
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
人
間
関
係
を
広
げ

て
い
ま
す
。

沖
西　

自
分
も
軽
音
楽
サ
ー
ク
ル
の
活
動
で

す
。
定
期
的
な
ラ
イ
ブ
が
あ
り
、
会
計
の
仕

事
も
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
授
業
で
は
、
神
職

課
程
の
履
修
で
す
。

　
　

 

親
元
を
離
れ
て
の
生
活
で
成
長
し
た
と

感
じ
る
こ
と
は

沖
西　

地
元
で
は
ほ
と
ん
ど
し
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
一
人
で
外
出
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
は
嫌
な
ん
で
す
が
、
仕
方
な

い
で
す
ね
。

大
津　

実
家
で
は
全
く
し
て
い
な
か
っ
た
料

理
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。
時
間

は
か
か
り
ま
す
が
、
一
応
の
形
に
は
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
写
真
を
撮
っ
て
親
に

送
っ
て
い
ま
す
。
親
か
ら
は
「
本
当
に
、
佑

香
が
作
っ
た
の
？
」
っ
て
信
じ
て
も
ら
え
な

い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
…
。

半
澤　

い
つ
も
目
を
か
け
て
く
だ
さ
る
職
員

の
方
か
ら
は
最
近
、「
大
人
に
な
っ
た
ね
」

と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
自
分
と
し
て

上
京
生
活
に
つ
い
て
語
り
合
う
（
右
か

ら
）
沖
西
岳
斗
さ
ん
、
大
津
佑
香
さ
ん
、

半
澤
依
奈
さ
ん
＝
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

　

親
元
を
離
れ
て
生
活
を
し
な
が
ら
渋
谷
や
横
浜
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
う
地
方
出
身
の
学
生
た
ち
。
彼
ら
、
彼
女
ら

は
、
ど
ん
な
憧
れ
や
不
安
を
抱
い
て
入
学
し
た
の
か
？　

実
際
に
一
人
暮
ら
し
を
し
て
み
た
感
想
は
？　

お
金
の
管
理

は
大
丈
夫
？　

上
京
し
て
１
、
２
年
が
過
ぎ
た
大
津
佑
香
さ
ん
（
日
文
３
）
＝
宮
城
県
出
身
、
沖
西
岳
斗
さ
ん
（
神
文

３
）
＝
福
岡
県
出
身
、
半
澤
依
奈
さ
ん
（
同
２
）
＝
青
森
県
出
身
＝
の
３
人
に
、
自
身
の
成
長
ぶ
り
も
交
え
、
座
談
会

で
語
り
合
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

今
春
の
入
学
式
で
、
学
部

新
入
生
に
新
生
活
へ
の
期

待
や
不
安
、
渋
谷
の
街
の
感

想
、
東
京
で
や
っ
て
み
た
い

こ
と
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

新
入
生
に

聞
き
ま
し
た

憧
れ
、驚
き
、発
見
、

 

成
長
、感
謝

地
元
か
ら

渋
谷
へ
、横
浜
へ

成
長
す
る
私
た
ち

は
実
感
は
な
い
の
で
す
が
、
少
し
は
成
長
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
　

将
来
の
進
路
は

半
澤　

神
職
の
作
法
に
興
味
が
あ
る
の
で
、

大
学
院
へ
進
み
、
さ
ら
に
研
究
し
た
い
で

す
。
資
格
を
取
っ
て
学
芸
員
に
も
な
り
た
い

で
す
。
ま
だ
ま
だ
未
来
が
見
え
て
い
な
い
で

す
が
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
掘
り
下
げ
て

学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

沖
西　

地
元
で
神
職
に
な
る
の
が
希
望
な
の

で
、
将
来
的
に
は
福
岡
に
戻
る
と
思
い
ま

す
。
で
も
今
は
、
卒
業
し
て
も
し
ば
ら
く
は

東
京
に
い
よ
う
か
な
と
も
思
っ
て
い
て
、
迷

っ
て
い
ま
す
。

大
津　

地
元
に
帰
っ
て
教
職
に
就
き
た
い
で

す
。
東
京
は
楽
し
い
し
、
輝
い
て
い
ま
す

が
、
や
っ
ぱ
り
故
郷
が
好
き
な
ん
で
す
。
東

京
で
の
生
活
が
長
く
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
思

い
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

と
で
す
。
１
限
の
授
業
が
あ
る
日
は
、
電
車

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
を
避
け
て
早
め
に
大
学

へ
来
て
、学
食
の
朝
定
食
を
食
べ
て
い
ま
す
。

大
津　

朝
が
弱
い
の
で
、
あ
る
程
度
自
由
に

授
業
を
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
２
、
３
年
生

で
は
、
１
限
の
授
業
を
極
力
入
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。

半
澤　

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
で

す
。
何
事
も
決
め
ら
れ
た
期
日
を
守
る
と

か
、
部
活
動
で
は
年
上
の
方
と
接
す
る
と
き

の
言
葉
遣
い
や
態
度
に
も
気
を
配
っ
て
い
ま

す
。

　
　

 
お
金
の
管
理
で
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と

は

半
澤　

上
京
当
初
は
洋
服
な
ど
を
つ
い
買
っ

渋
谷
駅
か
ら
出
ら
れ
な
く
て
、
と
り
あ
え
ず
一
番

近
く
の
改
札
を
通
っ
た
ら
、
大
学
と
全
然
違
う
方

向
で
し
た
。
駅
か
ら
大
学
ま
で
の
道
も
迷
う
ほ
ど

で
す
。
渋
谷
は
交
通
の
便
が
良
い
の
で
、
あ
ち
こ

ち
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

北
海
道

経
営
・
男

経
営
・
男

渋
谷
の
街
は
、
地
元
に
比
べ
て
自
然
が
少
な
く
、
人

が
多
く
て
び
っ
く
り
。
人
が
ご
っ
た
返
す
ス
ク
ラ
ン

ブ
ル
交
差
点
に
圧
倒
さ
れ
た
け
ど
、
意
外
と
歩
け
て

安
心
し
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
は
、
身
の
回
り
の
こ

と
を
全
て
自
分
で
で
き
る
か
不
安
で
す
。

秋
田
県

神
文
・
女

神
文
・
女

長
野
県

経
営
・
女

経
営
・
女

す
で
に
上
京
し
て
い
る
兄
弟
と
一
緒
に
住
む
の
で

心
強
い
け
ど
、
通
学
に
１
時
間
半
ほ
ど
か
か
る
の

で
、
朝
の
満
員
電
車
が
不
安
で
す
。
東
京
は
買
い

物
を
す
る
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
洋
服
な
ど
を

見
て
回
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

料
理
は
ち
ょ
っ
と
心
配
で
す
が
、
掃
除
は

大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。
実
家
か
ら
、
趣

味
の
漫
画
本
を
持
っ
て
来
れ
ば
満
足
で

す
。
テ
レ
ビ
に
は
渋
谷
の
街
が
よ
く
映
る

け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
を
身
近
な
も

の
に
感
じ
ら
れ
る
の
が
新
鮮
で
す
。

宮
城
県

法
・
女
法
・
女

入
学
式
の
間
に
、
父
が
引
っ
越
し
作
業
を
し
て
く
れ

ま
し
た
。
家
事
は
一
通
り
で
き
る
け
ど
、
慣
れ
る
ま

で
不
安
で
す
。
ゴ
キ
ブ
リ
が
出
た
ら
ど
う
し
よ
う

…
。
東
京
に
は
美
術
館
や
博
物
館
が
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
足
を
運
ん
で
み
た
い
で
す
。

静
岡
県

日
文
・
女

日
文
・
女

３
月
中
旬
に
上
京
し
て
か
ら
、
東
京
都
内
の
い
ろ

い
ろ
な
場
所
に
足
を
運
び
ま
し
た
。
街
中
に
は
欲

し
い
物
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
お
金
を
使
い
過
ぎ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。
一
人
暮
ら
し
は
今
の
と
こ

ろ
寂
し
く
な
く
、
気
楽
で
良
い
で
す
。

石
川
県

神
文
・
男

神
文
・
男

朝
が
弱
く
、
自
力
で
起
き
ら
れ
る
か
心
配
だ
っ
た
の

朝
が
弱
く
、
自
力
で
起
き
ら
れ
る
か
心
配
だ
っ
た
の

で
、
上
京
前
に
す
ご
く
大
き
な
音
が
鳴
る
目
覚
ま
し
時

で
、
上
京
前
に
す
ご
く
大
き
な
音
が
鳴
る
目
覚
ま
し
時

計
を
買
い
ま
し
た
。
大
学
に
は
地
元
の
知
り
合
い
が
い

計
を
買
い
ま
し
た
。
大
学
に
は
地
元
の
知
り
合
い
が
い

な
い
の
で
、
新
し
い
出
会
い
を
大
切
に
、
友
達
を
た
く

な
い
の
で
、
新
し
い
出
会
い
を
大
切
に
、
友
達
を
た
く

さ
ん
つ
く
り
た
い
で
す
。

さ
ん
つ
く
り
た
い
で
す
。

山
口
県

神
文
・
男

神
文
・
男

一
人
暮
ら
し
に
向
け
て
、
地
元
で
料
理
教
室
に
通
い
ま
し
た
。

旅
行
で
遊
び
に
来
て
い
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
が
近
く
な
っ
た

の
で
、
た
く
さ
ん
遊
び
に
行
き
た
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
地
方

の
友
達
を
つ
く
り
た
い
の
で
、
仲
良
く
し
て
く
だ
さ
い
。

石
川
県

法
・
女
法
・
女

今
は
神
社
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
て
、
宮
司
さ
ん
と
二

今
は
神
社
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
て
、
宮
司
さ
ん
と
二

人
暮
ら
し
。
と
て
も
自
由
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

人
暮
ら
し
。
と
て
も
自
由
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、

過
ご
し
や
す
い
で
す
。
渋
谷
の
街
は
イ
メ
ー
ジ
通
り

過
ご
し
や
す
い
で
す
。
渋
谷
の
街
は
イ
メ
ー
ジ
通
り

人
が
多
い
し
、
鉄
道
や
バ
ス
の
路
線
が
多
い
の
で
、

人
が
多
い
し
、
鉄
道
や
バ
ス
の
路
線
が
多
い
の
で
、

外
出
の
際
に
迷
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

外
出
の
際
に
迷
っ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

山
口
県

神
文
・
男

神
文
・
男

　国学院大学にはさまざまな学内奨学金制度があり、いずれも
返還の必要がない給費型となっている。このうち「弘田ふるさ
と奨学金制度」は、家計が困窮している地方出身の新入生が対
象。勉学への熱意を経済面で支援し、夢の実現に向けて学業に
専念してもらうことを目的に、弘田嘉男・経済学部名誉教授の
寄付金を基に運用されている。
　年額は、年間授業料相当額の70万円（原則４年間給費、継
続審査あり）。対象は、①家計を支持する保証人が１都３県
（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）を除く地域に居住する
者②自宅外通学者③経済的に著しく困窮している者④向学心と
修学意欲があり学業成績が良好な者―など。修学支援奨学金制
度（後期採用）の出願（９月）が必要で、家計状況や学業成
績、面接により選考する。
　担当窓口は、学生生活課（☎03・5466・0146）、たまプラ
ーザ事務課（☎045・904・7706）。

「弘田ふるさと奨学金」
地方出身の新入生を経済面で支援

座

会
談

K
O
K
U
G
A
K
U
IN
 R
o
u
n
d
-ta
b
le
 T
a
lk

　国学院大学の学生寮
は、親元を離れて暮らす
主に地方出身学生の食
事など日常生活をバック
アップすることで、安心
かつ安定した学生生活を
送れる環境を提供してい
る。
　女子寮「学寮常磐木」（横浜市青葉区）＝写真＝は、一人部
屋115室を備え、管理人夫婦が住み込みで常駐。大学によって
選考され研修を受けた上級生が学生リーダーとして居住し、寮
での生活や勉学、課外活動について相談に応じるなど寮生の生
活をサポートする。東急田園都市線江田駅から徒歩８分の立
地で、渋谷キャンパスへ50分、たまプラーザキャンパスへ18
分。
　今年４月には、同73室の男子寮「学寮まほろば」（川崎市宮
前区）が開寮した。同線宮崎台駅から同５分の立地で、渋谷キ
ャンパスへ40分、たまプラーザキャンパスへ15分。学寮の寮
費（朝夕食付き）は、常磐木が月額８万8144円、まほろばが
同７万7300円（別途諸費用あり）。
　問い合わせ先は、学寮常磐木が学生生活課（☎03・5466・
0145）、学寮まほろばが共立メンテナンス学生寮事務局（  
0120・88・1030）。
（各駅からの所要時間や通学時間、寮費は目安）

学生寮
日常生活をバックアップ

宮
城
県
仙
台
市
出
身

大
津
佑
香
さ
ん
日
文
３

日
文
３

お
お
つ
・
ゆ
う
か

お
お
つ
・
ゆ
う
か

管
弦
楽
団
所
属
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
担

管
弦
楽
団
所
属
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
担

当
）
／
「
４
月
に
春
の
定
期
演
奏
会

当
）
／
「
４
月
に
春
の
定
期
演
奏
会

を
無
事
に
終
え
ま
し
た
」

を
無
事
に
終
え
ま
し
た
」

福
岡
県
宗
像
市
出
身

沖
西
岳
斗
さ
ん
神
文
３

神
文
３

お
き
に
し
・
や
ま
と

お
き
に
し
・
や
ま
と

軽
音
楽
サ
ー
ク
ル
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
」
所
属

軽
音
楽
サ
ー
ク
ル
「
Ｔ
Ｒ
Ｙ
」
所
属

（
ベ
ー
ス
担
当
）
／
「
部
室
で
サ
ー

（
ベ
ー
ス
担
当
）
／
「
部
室
で
サ
ー

ク
ル
の
仲
間
と
話
を
す
る
時
間
が
楽

ク
ル
の
仲
間
と
話
を
す
る
時
間
が
楽

し
い
で
す
」

し
い
で
す
」

青
森
県
三
沢
市
出
身

半
澤
依
奈
さ
ん
神
文
２

神
文
２

は
ん
ざ
わ
・
え
な

は
ん
ざ
わ
・
え
な

合
気
道
部
所
属
／
「
地
元
に
は
合
気

合
気
道
部
所
属
／
「
地
元
に
は
合
気

道
教
室
が
な
く
、
大
学
で
よ
う
や
く

道
教
室
が
な
く
、
大
学
で
よ
う
や
く

始
め
ら
れ
ま
し
た
」

始
め
ら
れ
ま
し
た
」

時代：文久２（1862）年５月 

　今年６月９日、日枝神社

（千代田区永田町）・山王

祭の祭礼行列が皇居周辺や

銀座界隈を練り歩きます。

文久２（1862）年の祭礼

には、新
しん

材
ざい

木
もく

町
ちょう

・新
しん

乗
のり

物
もの

町
ちょう

（現在の中央区日本橋堀留町界隈にあたる）

が、正月（若菜摘み）・五月（端午の節句）・九月（重陽の節句）をテー

マにした仮装や造り物、唄、踊り（正五九の見
ま ね び

立）を出しました。本資

料は、五月にあたり、大きな鯉の造り物が描かれています。当時の記録

から、この鯉は動いたことがわかります。 

展示案内：本資料は、特集展示「最後の天下祭　文久二年の山王祭　」

（５月26日㈯～６月26日㈫）でご覧いただけます。　 

ウェブサイト案内：http://museum.kokugakuin.ac.jp/ 

No.12

今月の資料 歌
う た

川
が わ

芳
よ し

艶
つ や

「新材木町附祭礼」

在 中央央 本橋堀留 た ）





団体個人の成績
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦１部が
４月22日、開幕した。１部に所属する同部
は、３節までを終え、０勝３敗と苦しい開幕
となった（５月４日現在）。リーグ戦は全10校
がホーム＆アウェーの総当たりで行われる。
ソフトテニス部＝平成30年度首都学生ソフト
テニス春季リーグ戦の女子1部が４月８日、東
京経済大学武蔵村山キャンパス（武蔵村山市）
で行われ、同部は３勝２敗で３位（６校中）だっ
た。同リーグ戦の男子１部が29日、本学淵野辺
グラウンド（相模原市）で行われ、同部は４勝１
敗で東海大学と並んだが、直接対決で敗れたた
め２位となった。

強化部会主なスケジュール（６月）
柔道部＝平成30年度全日本学生柔道優勝大会
（男子67回、女子27回）（６／23㈯９：00～・
日本武道館、６／24㈰９：00～・同）
陸上競技部＝第50回全日本大学駅伝予選会（６
／30㈯17：30～・浦和駒場スタジアム）
蹴球部＝東京都大学サッカーリーグ戦１部
対上智大（６／３㈰）、対成蹊大（６／17㈰）、対
東京経済大（６／24㈰）。時間・場所は同部ＨＰ
などで確認を。
卓球部＝平成30年度関東学生卓球選手権大会
（６／21㈭～23㈯・所沢市民体育館）
ソフトテニス部＝平成30年度東日本大学対抗
ソフトテニス競技大会（６／30㈯９：00～・
千葉県長生郡白子町中里サニーテニスコート
他、７／１㈰９：00～・同）

　米国発祥のチアリーディングから派生したチアダ
ンス（以下、チア）の競技は、宙返りや組み体操と
いったアクロバチックな動きではなく、踊りの技術
や振り付け構成、チームとしての一体感や表現力な
どが、大会での採点対象になる。国学院大学のドリ
ル競技部「ＳＥＡＬＳ（シールズ）」は全国大会で
上位入賞を続ける強豪だ。窪谷（くぼのや）映美主
将（初教３）と山本夏美副将（同）に聞いた。

　　自分にとってチームはどんな存在
窪谷主将（以下、窪谷）　家族のような、宝物のよ
うな存在。出会えた仲間と踊れることは、奇跡のよ
うです。
　　「一体感」を出すための工夫は
山本副将（以下、山本）　練習以外で培う信頼感も
大切。練習後やオフの日に一緒にご飯を食べに行っ
たり、遊んだりしています。
　　見ている人に何を伝えたい
窪谷　大会に出場できなかった部員の思いや、この
メンバーで踊れるありがたさ、支えてくれる人への
感謝の気持ちです。
　　チアの魅力とは
窪谷　１人では成り立たず、チームだからこそでき
る競技であることです。
山本　自分も楽しみながら、見ている人の心を動か
せるスポーツであることです。

　 ドリル競技部「ＳＥＡＬＳ」　

窪谷映美主将（初教３）・山本夏美副将（初教３）
見る人の心を動かすチアダンス

窪谷映美主将（手前）と山本夏美副将

　オリンピック・パラリンピック（オリ・パラ）平
昌大会閉幕から３カ月がたち、次の2020年東京大
会への期待はより一層高まっている。渋谷キャンパ
スから近い国立代々木競技場ではオリ・パラ合わせ
て３競技が行われる予定で、その中でもパラバドミ
ントン競技は東京大会から始まる新競技として注目

を集めている。今回
はパラバドミントン
競技の１種目である
車いすバドミントン
の強化指定選手で、
東京大会出場を目指
す小林幸平選手（ブ
リヂストン所属）に
話を聞いた。
　小林選手が競技を
始めたのは平成27
年。車いすバドミン
トンで活躍する妻、
悦子選手（パナソニ

平平
大大
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せせ
ミミ
目目
回回
ン

学生記者が
車いすバドミントン・小林幸平選手車いすバドミントン・小林幸平選手

目標は目標は「パラ東京大会で「パラ東京大会で
アベックメダリスト」アベックメダリスト」

ック所属）の練習相手となったのがきっかけだ。そ
の時のことを「初めてプレーをした時は、驚くほど
難しかった。見ているのと実際にプレーする感覚は
全く違う」と振り返る。障害者職業能力開発校時
代には同校で取れる15個の資格を全て取得したほ
ど努力家の小林選手。手も足も出なかった悔しさを
ばねに練習に打ち込んだ。力を付け、競技を始めて
約２年後には日本選手権シングルスで準優勝に輝く
など、パラスポーツ界注目の新星として活躍してい
る。
　活躍を後押しするのは、所属するブリヂストン
だ。同社の社員として工場に勤務する小林選手は、
契約・サポートアスリートから構成される「Team 
Bridgestone Japan」の一員として活動している。
初めは同社工場勤務の合間をぬって練習に励んでい
た小林選手。その姿を見た上司が、「社として支援
することはできないか」と会社に打診をしたことが
支援のきっかけと同社オリンピック・パラリンピッ

ク室の鳥山聡子さんは話す。
　サポートの一つに、車いす競技に使用するグロー
ブのゴム部分の技術支援がある。車いすのタイヤを
激しく動かすバドミントン競技では手に汗をかきや
すい。タイヤを動かす手は試合が進むにつれ滑りや
すくなるため、それを防ぐグローブは車いす競技に
欠かせないツールの一つだ。同社が長年培ってきた
タイヤ・ゴム製造技術を生かし、小林選手と調整を
重ねながら開発しているという。他にも、仕事と競
技を両立するための短時間勤務など特別な勤務体制
の整備や、競技への理解や興味を深めるための社内
体験会の開催など全面的にバックアップしている。
　小林選手の今後の目標は「夫婦で東京大会のメダ
リストになること」。熱い思いと夫婦の絆、そして
小林選手を支えるブリヂストンの皆さんの思いに触
れた私は「東京大会の表彰台で小林夫妻が輝く姿を
見たい」と心から願わずにいられない。
 〈取材〉尾澤

　インタビューの詳細は、本学ホームページ内
「国学院メディア」に掲載。

開発を進める車いす競技用
グローブ（ブリヂストン提供）
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● 編集　総合企画部広報課／学生アドバイザーメディアチーム［尾澤桃子（法４）／本間由（日文４）／柳下桂一郎（史４）／後藤哲冶（日文３）／山本莉紗子（外文３）／石原礼菜（日文２）］
K:DNA　　創立136年目を迎えた国学院大学の遺伝子…個人・個性を尊重する校風　若いエネルギーが未来を変える

硬式野球部

東都大学野球春季リーグ開幕東都大学野球春季リーグ開幕
左右のエースが躍動左右のエースが躍動
　東都大学野球春季１部リーグ戦が４月9日、神宮球場で開幕した。本学硬式野球部
は、翌週17日から試合が始まった。５月11日現在、第５週を終えて、同部は５勝２敗
・勝ち点２。東洋大学に次ぐ２位で優勝の可能性を残している。
　今季、投手陣では、左右の両エースが試合をつくり、攻撃陣では日替わりでヒーロー
が生まれている。右腕・清水昇投手（日文４）は、昨秋のリーグ戦でケガから復帰。
150㌔近い直球と多彩な変化球でこれまで４試合に投げて２勝（１敗）をマークしてい
る。５月８日の中央大学との１回戦では、３安打完封で勝利し、東都通算10勝目を挙
げた。
　左腕の山岡就也投手（健体４）はここまで２勝負けなし（３試合先発登板）で東都通算
11勝。雨天順延で迎えた11日の中央大学2回戦では、７回を内野安打１本のみに封じた。
　攻撃陣では、３番に座る主将の西丸泰史選手（経ネ４）を中心に、２本塁打をマーク
している鎌仲純平選手（健体３）や高打率をキープしている小川龍成選手（健体２）ら
下級生も結果を出している。
　第３週に行われた東洋大学戦では１勝２敗で勝ち点を逃し、自力優勝の可能性は消え
たが、残る亜細亜大学戦、立正大学戦で勝ち点を上げ、春季リーグ初優勝に望みをつな
ぎたいところだ。
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４月17日　国学院大 対 駒澤大（１回戦）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

国学院大 0 0 0 0 0 1 2 2 0 5
駒 澤 大 0 0 0 1 0 0 0 0 2 3
勝：清水（国）　負：辻本（駒）

４月19日　駒澤大 対 国学院大（２回戦）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

駒 澤 大 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
国学院大 0 0 1 0 2 0 0 2 × 5
勝：山岡（国）　負：多崎（駒）

４月24日　東洋大 対 国学院大（１回戦）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

東 洋 大 0 0 2 0 0 0 0 2 0 4
国学院大 0 1 0 0 1 0 1 0 0 3
勝：中田（東）　負：山口（国）

４月26日　国学院大 対 東洋大（２回戦）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

国学院大 0 0 0 0 1 4 0 0 1 6
東 洋 大 0 0 1 2 1 0 1 0 0 5
勝：横山（国）　負：山下（東）

４月27日　東洋大 対 国学院大（３回戦）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

東 洋 大 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1
国学院大 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
勝：上茶谷（東）　負：清水（国）

５月８日　国学院大 対 中央大（１回戦）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

国学院大 1 0 0 0 0 4 4 1 0 10
中 央 大 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
勝：清水（国）　負：伊藤（中）

５月11日　中央大 対 国学院大（２回戦）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

中 央 大 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
国学院大 0 0 0 0 1 0 3 2 × 6
勝：山岡（国）　負：畠中（中）

※場所はいずれも神宮球場
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